
1640年に北海道駒ヶ岳の大噴火があり、その後、鹿部で温泉が発見されてから今日
まで、300年以上の歴史を経てきました。大正7年に鹿の湯さんが創業し、昭和4年の
噴火後には鹿部町に映画館ができたり、電車も通り、戦前はかなり賑わっていたそうで
す。昭和30年代あたりからは、商品を売り歩く行商の方がたくさん鹿部に宿泊していま
した。ピーク時には町内に温泉施設が7軒ほど、銭湯も4軒ほどあり、温泉は町民にとっ
て身近な存在になったのです。鹿部町にとって温泉は、憩いの場という面も大きく、一つ
のコミュニティの場としての歴史もあり、温泉を掘って自宅に引いている人もいます。私に
とっても温泉は、曾祖父さんから継いで守ってきたもの。これから若い人たちへつなげていき
たいという思いを強く持っています。

鹿部温泉は、寛文元年（1661年）に津軽（現・青森）か
ら昆布漁にきていた伊藤源五郎が、温泉で傷を癒す一
頭の鹿に遭遇し、そこに温泉場を設置したのが起源と
言われています。鹿島明神信仰者の源五郎はその場所
に温泉場を設置、やがて鹿部の湯は多くの人々に知ら
れることとなりました。

間歇泉を鑑賞しながら、噴き出
した温泉を利用した名物の足
湯でゆったりとくつろげます。
神経痛や冷え性などに効果が
あり、ドライブや散策で疲れた
足を癒してくれる至福の瞬間。

間歇泉とは周期的に地面より噴き出す温泉のことです。鹿部の間
歇泉は約10～15分間隔で15メートル以上もの高さまで噴き上
がる日本でも大変珍しいものです。町は間歇泉を公園として整備
し観光資源として有効活用しながらその保全とPRを行なってい
ます。公園は2016年オープンの道の駅と併設しており、毎年多く
の観光客が訪れます。間歇泉は活火山地帯のシンボルとして自然
のパワーや不思議さを次世代に伝える役割も果たしています。

■温泉の歴史

■町の温泉利用

■地域の社交場として

町内の温泉

高さは15m以上
《6階建てのビルくらいです》

ナトリウム 塩化物泉
《無色透明で無臭、色も臭いもありません》

1回に500ℓ噴出
《ペットボトル（1.5リットル）334本分》

温度は約100℃以上
《地下26mの深さから湧き上がります》

公園内には温泉を利用した癒しスポットやグルメも

町内には30か所以上もの泉源があります。
湯によってそれぞれ泉質が異なるのが特徴です。

温泉旅館 吉の湯
弱塩泉でラドンを含む同温泉は腰痛、肩こ
り、アトピー等に効果的。入浴後は肌がす
べすべになり湯冷めしにくいと好評です。

温泉旅館 鹿の湯
大正７年創業、こんこんと湧き上がるかけ
流しの温泉は肌に優しく、ほのかに磯の香
りが漂う庭園風露天風呂も魅力的です。

温泉旅館 こにし
加水、加温の無い天然温泉100%かけ流
しであり、日帰り温泉の他にも観光客や出
張などの長期滞在者にも人気の温泉です。

間歇泉の温泉は地面より
26m下から湧き出てい
るものです。113℃の温

泉がパイプの中をゆっくりと上がっ
ていきますが、パイプの深さが
26mもあるので2.6気圧の水圧が
かかり沸騰しません。

沸騰で出来た気泡は、パ
イプの中の水圧を下げる
ので、より沸騰しやすくな

り、温泉の湧き出す量が増えます。
そして本格的な沸騰が激しく起こ
り、温泉が勢い良く、空高く噴き上
げられます。

100℃を超える温泉が
次第に上昇してきて地表
近くの水圧が低い場所

までくると、沸騰し始めます。
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しばらく噴き上げると、噴
き出しの勢いに温泉の湧
き出す量が追いつかなく

なるため、水位が下がり、温泉はパ
イプの外に噴き出せなくなります。
このとき、温泉の温度も100℃以
下に冷やされ、パイプ上部に溜まる
ので沸騰が終わります。そして❶へ
もどります。
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■ロードヒーティング ■コミュニティー・プール ■いこいの湯 床暖房

鹿部町では温泉の熱源をエネルギーとして有効活用し
ています。温泉を利用した温水プール、ロードヒーティン
グなど生活に密着した心強い存在です。

観光客向けの宿泊施設を有する温泉旅館も、日帰り入浴
のサービスを行っており、誰でも気軽に利用できるのが
鹿部の温泉の特徴。町民にとって、温泉は古くから「普段
使い」の銭湯として、とても身近な存在です。町のメイン
ストリートに点在する馴染みの浴場で漁師がその日の漁
獲を語り合うなど、貴重な情報交換の場でもあります。

足湯
100度以上ある源泉の蒸気
を利用した「温泉蒸し処」で
は鹿部町で水揚げされた魚
介類や近隣町で採れた野菜
などをその場で調理してお
楽しみいただけます。

蒸し釜

間歇泉の仕組み

「町と温泉は切っても切れない関係なんです」

300年の歴史は町民の暮らしとともに

すぐそばに温もり

町の
中心
に温泉

があるのがうれしいね

いつでも町民の暮ら
しとともにあったまりにおいで

。

森町▶◀函館市

▲七飯町

吉の湯

鹿の湯
道の駅 旅館倉敷

役場

国道278号線 鹿部バイパス

こにし

日帰りOK！
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お話を聴かせてください！

鹿部温泉観光協会 会長・温泉旅館 吉の湯 吉 英樹 さん

しかべ間歇泉公園
地球の鼓動を感じる瞬間。空高く噴き上がる迫力の間歇泉！

道南を代表する温泉郷のシンボル

北海道遺産選定

か ん　　け つ　　せ ん
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